
払14に続き、浅間内遺跡を特集します。

【弥生時代の浅間申遺別

今回は、弥生時代をとりあげます。一般的に

は稲作と青銅器・鉄器使用などで特徴づけられ

る時代です。＿

弥生時代中期　縄文時代後期（今から約4000

年前）からの長い空白期の後、弥生中期（約2000

年前）に至って、再び痕跡が現われます。それ

は、下図に示した壷（つぼ）です。弥生後期の

Pl12住居跡（次貢の上段の図を参照して下さ

い。）の覆土（ふくど）から出土しました。中

期の遺物は、これだけです。

弥生中期の壷

弥生時代後期　後期の遺構は、竪穴住居跡19

軒や墓跡などがあります。

1　竪穴住居跡　縄文時代以来の伝碇的な住

居形態が続いています。

2　基　弥生時代前期からの伝統である壷棺1

墓と、後世の古墳へつながる墓制の方形周溝墓

という2種類の基が、東西に分かれて存在しま

す。まさに時代の変化の様相が浅間内遺跡に残

されていたのです。

3　各覆土書と文様　器種は、凄（かめ・細型

と広口型がある）・壷・浅鉢・高坪・小型土器

などがあります。雲が多数を占めていて、種類

は少ないという印象です。

文様の中心は、縄に撚糸を巻きつけた附加条

（ふかじょう）縄文や結び目を回転させた結節

文（けっせつもん）です。ほかに輸積みを段状

に残したもの、刻みや刺突（しとつ）、櫛描文

（くしがきもん）などがあります。

土着の底面には木葉痕が見られることが多

く、木葉の上で土器を作ったことがわかります。

布の痕跡が付く例もありました。

東京湾沿岸地域で作られた南開東系土器、霞

ケ浦沿岸地域で作られた東関東系土器などが

見られ、「文化の交差点jぶりがうかがえます。

4　その他の遺物など　土器以外の遺物は少

ないのですが、土製紡錘車くぼうすいしや）、

砥石、鉄製品などがあります。穂摘具と思われ

る鉄製品は貴重です。



平成18年度に調査1整理した遺跡
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※縮尺任意
● 今年度調査をした遺跡

◎ 今年度整理をした遺跡

○ その他の遺跡



遺構配置　1几000　　　弥生時代の竪穴住居跡（01D）

川崎山遺跡（k地点）

遺構配置1／800
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鉄製品穂摘み具か

D80住居跡の床面から出土

山形文

饗　無文

木の葉の韓が見えています。
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土器の割れ口が擦れている
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